
正常化に向けて金利が上昇する中で、「（低コストで）いく
らでもお金が借りられる」という世界はもはや存在しませ
ん。加えて、貯蓄から投資の流れが加速し、個人の資金が
株式市場に流入しており、金融機関は総じて預金集めに改
めて注力しています。
　一方、SBI新生銀行には足元、約15兆円の預金量があり、
資金ニーズに柔軟に対応することが可能です。NECキャピ
タルソリューションにとって、資本関係を持った銀行が存
在することは、今後の成長のベースを支えるという観点で
大きな意味があると思います。
　また、われわれ自身が銀行として、法人のお客様との取
引の一層の拡大を目指す中で、NECキャピタルソリューシ
ョンが得意とするサービスを含めて、われわれのお客様に
シームレスに提供できることは、グループとして非常にメリ
ットが大きいといえます。
　もう一つ、つけ加えるとすると、今後、リース業界の再
編が起きたときに、やはり先立つものとして資金が必要に
なりますが、その融通を支援できる点もメリットとしてあり
得るのではないかと思います。

―― �心強いコメントをいただきましたが、投資家へのメッ
セージとして、企業価値向上と持続的な成長に向けた
決意をお聞かせください。

菅 沼 　投資家の皆さまとの対話の中でご指摘をいただく
のは、当社の収益性（資本効率）の低さです。2025年3月
期実績のROE5.6%は、プライム市場上場企業の中でも低位
に位置することから、早急な改善が必要だと考えています。
　成長を実感していただけるよう、まずは、今回のSBI新生
銀行との協業により、NECグループ以外の商流を太くし、数
字としてしっかりと結果を出していきたい。「中期計画2025」
では、今年度目標にROE8%を掲げていますが、その上の
10%を目指して、各種取り組みを加速させていきます。

川 島 　お互いのビジネスをサポートし合うのは当たり前と
して、一方で、リース会社と、リース会社をグループに持つ
銀行が一緒になることで、取り扱うデータの量が膨大にな
ります。ご承知のとおり、生成AIは、学習するデータの量
が増えれば増えるほど賢くなるので、データ活用の領域で
も協業できればと考えています。
　世の中の法人のお客様がリースに対してどのようなニー
ズを持っているのか、一方で融資に対してどういう考え方を
持っているのか。両社がそれぞれデータを持ち寄ることで、
新しい戦略が見えてきたり、新しい提案のチャンスが生まれ
るだろうと期待しています。

菅 沼 　ありがとうございます。ご期待に沿えるよう尽力し
てまいります。引き続き、よろしくお願いします。

代表取締役社長　菅沼 正明 SBI新生銀行 代表取締役社長　川島 克哉

　2024年10月、当社は株式会社SBI新生銀行（以下「SBI

新生銀行」）の持分法適用関連会社となりました。SBI新生

銀行は、これまで筆頭株主であった日本電気株式会社（以

下「NEC」）及び三井住友ファイナンス&リース株式会社（以

下「SMFL」）の所有株式持分の一部を取得しました。その

後SBI新生銀行は、2025年6月に当社株式を追加取得し、

当社所有株式比率は43％となりました。引き続きNECは

12%、SMFLは8%の当社株式を所有しています。

日付 主な内容と関連するプレスリリース等のURL

2024年 7月12日
● SBI新生銀行がNEC及びSMFLから株式譲渡を受ける旨を公表
● SBI新生銀行及び昭和リース株式会社との業務提携につき、基本合意契約を締結
● NECとの業務提携契約等の契約を締結　https://pdf.irpocket.com/C8793/Oxqc/bC4R/hjGu.pdf

2024年 9月30日 ● SBI新生銀行及び昭和リース株式会社と業務提携を締結　https://pdf.irpocket.com/C8793/EAzE/TNPf/dy6Y.pdf

2024年10月 2日
● 主要株主の異動が完了、SBI新生銀行が当社株式33.32%を保有する筆頭株主となる（NECグループからSBI新生銀行グループへ移行）
　 https://pdf.irpocket.com/C8793/EAzE/Kqb4/gNOn.pdf

2024年12月12日
● 臨時株主総会を開催。NECからの社外役員の辞任を踏まえ、SBI新生銀行より社外役員を招聘。
　 株主総会の決議を経て、新体制へ

2025年 5月26日 ● SBI新生銀行が当社株式を追加取得する意向を表明（公開買付）https://xml.irpocket.com/C8793/2025/0526release.pdf

2025年 6月24日 ● SBI新生銀行が当社株式を43.48%取得　https://pdf.irpocket.com/C8793/OtX6/MISh/olAf.pdf

　SBI新生銀行グループが持つ顧客基盤や金融機能はこれ

までの当社にないものも多く、当社の顧客基盤や収益機会

の拡大に向け、事業シナジーの創出に向けた活動を推進

します。また、NECとは業務提携契約等を締結し、ビジネ

スパートナーとして引き続き緊密な連携を続け、中期計画

2025及びグループビジョン2030の実現に向けた取り組みを

進めてまいります。

主要株主が異動、SBI新生銀行が当社の筆頭株主に

　2024年10月の業務提携契約の締結以降、SBI新生銀行

グループとの間で定例協議会を通じた具体的な連携が本格

化しています。2025年3月期には、協業検討規模が約900

億円（2025年4月時点）に達し、不動産ファイナンスや再

生可能エネルギー、ストラクチャードファイナンス等の分野

において、着実に営業資産の積み上げが進みました。現在

も複数の案件が実行段階にあり、協業による実効性の高い

成果が表れ始めています。

　さらに2026年3月期に向けても、既に多数のパイプライ

ンや戦略テーマについて協議が進行中であり、提携効果の

さらなる拡大が期待されます。両社は今後も中長期的視点

での事業シナジーの最大化に向け、連携を一層強化してい

く方針です。

SBI新生銀行グループとのシナジー

　2024年10月の主要株主等の異動に伴い、当社はSBI新

生銀行及びSBI新生銀行の連結子会社である昭和リース株

式会社（東京都中央区、代表取締役社長　泰山信介、以

下「昭和リース」）と業務提携の基本合意を締結しました。

　SBI新生銀行の連結子会社である昭和リースは、中堅中

小企業を主要なお客様として、2019年には神鋼リース（現

新生コベルコリース）を子会社化し、建設機械・産業工作

機械分野のアセットビジネスの強化、ZEH（ネット・ゼロ・エ

ネルギー・ハウス）住宅開発ファンドやグリーンビル開発ファン

ドの組成、不動産（建物）リースの拡大に取り組んできました。

　昭和リースは、官公庁や大企業を主要顧客とし、ICTを

活用したサービスに強みを持つ当社とは、異なる顧客基盤

や強みを有しており、今後、協業・連携を推進していくこと

で両社の収益力向上とサステナビリティ経営の推進を加速

していきます。

SBI新生銀行及び
昭和リースとの業務提携について

主要株主異動に関する主なプレスリリース等

これまでの資本構成 異動後（2025年6月～）※

※ 議決権比率の暫定値

NEC
38％

SMFL
25％

一般株主
37％

当社

SMFL
8％

一般株主
37％

NEC
12％

SBI新生銀行
43％

当社
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